予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：国際化推進費　　　
	事業名　在京大使等県内魅力発信事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　商工労働部　国際戦略推進課　国際交流係　電話番号：058-272-1111（内2353）

　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11129@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　    　598千円（前年度予算額：630千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	630
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	630

	要求額
	598
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	598

	1月29日時点
査定額
	598
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	598

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
 　宮内庁主催により、毎年長良川で行われる外交団招待鵜飼の機会を捉え、平成8年度から本事業を実施してきたが、緊急財政再建期間における事業見直しの結果、平成20年度をもって休止となった。
しかし、事業休止後、在京大使館から再開を希望する声が多く寄せられ、
宮内庁、外務省からも対日理解の深化を図る上で有意義な事業であるとの評
価とともに、事業再開についての打診を受けた。また、東日本大震災及び福
島原発事故後に、駐日米国大使や駐日仏大使が岐阜県を訪問され、岐阜への
旅の安全性をＰＲ頂いたことにより、多くの報道等が行われ、改めて在京大
使等の影響力の大きさを再認識した。
当県では、平成21年度より「飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト」
を実施しているが、各国の代表として影響力のある在京大使等が岐阜県のフ
ァンとなり、様々な機会において岐阜県の情報を発信して頂くことは、当県
が実施する海外戦略プロジェクトとの相乗効果により、より多面的に岐阜県
の認知度を向上させることに繋がると期待できる。
また、本事業は、外交団招待鵜飼とあわせて実施するため、参加する在京
大使等の来県費用や宿泊費を当県が負担する必要がなく、最小限の費用で最
大の効果が上げられる。
このように関係者から高い評価や再開の要請を受けたこと、在京大使等の
影響力、費用対効果などを総合的に再検討した結果、本事業を平成24年度

から再開したものである。
（２）事業内容

外交団招待鵜飼（宮内庁主催）に参加する在京大使等を、鵜飼日(年２回)の翌日に県内の観光地や主要施設等に案内することにより、本県の魅力や施策・取組などを広く紹介し、本県に対する理解の促進及び各国とのネットワークの構築を図るとともに、海外からの観光客誘致の一助とする。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　各国を代表する大使等を岐阜県全域に案内し、本県の魅力をＰＲする事業

であり、県負担は妥当である。
（４）類似事業の有無　　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	16
	業務旅費

	需用費
	 188
	消耗品費、対外交流費、会議費

	役務費
	21
	通信運搬費、保険料

	その他
	     373
	使用料

	合計
	　　 598
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　



	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
     「岐阜県国際交流戦略」

～県民主体の国際交流の支援

～県民のための世界各国・地域との多様な友好交流

（２）国・他県の状況

　　　類似事業なし
（３）後年度の財政負担
　　　宮内庁主催の外交団鵜飼という好機をとらえ当面事業実施予定。

（４）事業主体及びその妥当性
　　　各国の大使等を、県内を広域的に案内する事業であり県実施が妥当である。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　外交団招待鵜飼（宮内庁主催）に参加する各国大使等を県内の観光地や主要施設等に案内することにより、本県の魅力や施策・取組などを広く紹介し、本県に対する理解の促進及び各国とのネットワークの構築を図るとともに、海外からの観光誘客の拡大を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	延べ外国人宿泊客数

（単位：万人）
	（H  ）
	（H　）
	13.4
（H23）
	26.0
（H24）
	28.0
（H29）
	％
92.9

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



※平成23年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可

○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

開催日：7/25（木）及び8/9（金）※いずれも外交団招待鵜飼の翌日

視察地：馬籠宿、恵那峡、美濃歌舞伎博物館・相生座
参加数：17ヶ国　29名

視察先：午前　馬籠宿（藤村記念館を含む）を視察

　　　　　午後　恵那峡（遊覧船乗船）、美濃歌舞伎博物館・相生座を視察


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

H25は、10名の大使を含む17国29名の外交団の参加が得られ、事業実施後に行ったアンケート調査において、多くの参加者から「参加してよかった」との回答を得ており、都会では体験することのできない日本の地方の良さ（岐阜県の魅力）を伝えることができた。今後、各国要人やメディアに岐阜県の魅力を伝えて頂くことで、岐阜県の認知度向上に繋がると期待できる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクトの対象国など、各国を代表する大使等に岐阜県の魅力を直接ＰＲできる機会は、本事業以外になく、大変重要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	これまでに実施した参加者アンケートの結果から、参加者の満足度はかなり高く、また、海外誘客の拡大に取り組む市町村との連携により、相乗効果が期待できることから、事業効果は高いと思われる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	宮内庁主催の外交団招待鵜飼にあわせて本事業を実施することで、参加する大使等の来県費用や宿泊費を県が負担する必要がなく、最小の費用で最大の効果を上げることができる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　在京大使等の限られた滞在日程の中で、県がＰＲしたい観光資源等と参加者側のニーズのマッチングを図る必要があり、事業を効率的・効果的に実施する上で最も重要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
各国を代表する大使等に岐阜県の魅力を直接ＰＲできる機会は、本事業以外になく、継続すべきである。

さらに、本事業を実施することで、外国人が本県に求める観光資源（食、自然、地方の文化など）を把握することができ、海外誘客拡大の一助になると期待される。


